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別紙 

 

俉楼教育長   ：それでは、令和７年第１回定例七飯町教育委員会議を開催いたします。 

         改めまして、明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいた

します。 

         それでは、次第の２になります。会議録署名委員の指名でございます。今回

は、加屋本委員にお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

         それでは、次、３、教育長の報告になります。 

報告第１号教育行政動向報告について、本日お配りした資料に基づいて、ご

説明を申し上げます。 

         まず、令和６年１２月３日、火曜日、定例教育委員会議の開催をしてござい

ます。報告案件として、教育行政動向報告及び附議案件３件を審議し、議案

のとおり承認をいただいているところでございます。同日、春風亭一之輔独

演会ｉｎ七飯が、文化センターパイオニアホールで開催されております。１・

２階席が、ほぼ満席となる７４５名の来客がありまして、会場は、盛り上が

りを見せていたというところでございます。 

         １２月５日、令和６年度七重学校卒業式・閉講式が、文化センターで開催さ

れました。当日、関係者含め４６名が参加し、今年度１６名の方が卒業をさ

れております。 

         １２月６日、渡島教育委員会連絡協議会教育委員研修会が、鹿部町中央公民

館で開催され、私と加屋本委員と財津委員、教育総務課長が出席をしており

ます。 

         １２月８日、第４１回開館記念ミニバレーボール大会が開催をされておりま

す。男子が７チーム、３９名、女子が７チーム、３３名、合計１４チーム、７

２名の参加があり、熱戦が繰り広げられております。 

         裏のページになります。 

         １２月９日から１２日まで、七飯町議会定例会が開催をされております。４

日間の日程で開催をされております。教育委員会関係では、補正予算とし

て、原料価格やエネルギー価格の高騰による教育施設で使用する燃料費・電

気料金の増額補正、予算執行見込みによる減額補正等を提案し、可決をいた

だいております。 

         １２月１３日、令和６年度渡島学校保健会Ｂブロック研修会が大中山コモン

で開催され、私が出席をしております。同日、鍵谷陽平氏の町民栄誉賞授与

式として、七飯町出身で前日本ハムファイターズの鍵谷陽平氏が、昨シーズ

ンをもって現役を引退されましたが、多くの町民に感動と希望を与えたとい

うことから、その栄誉をたたえ、七飯町役場において、当町で二人目の町民

栄誉賞を授与されております。 

         １２月１４日、「子どもクリスマスのつどい」が、文化センターで開催をし

ております。親子１５組、４３名が参加し、クリスマススノードームづくり

やクリスマスソングに合わせた手遊びなどで、大いに盛り上がっておりまし

た。 

         １２月１７日、「夢のあるまち七飯町」プロジェクト交流会が、七重小学校

体育館で行われました。町長、教育長他が出席の下、地域の方を交えた意見

交流では、活発に意見が交わされておりました。 

         １２月１８日には、定例校長会議を開催し、４事項について情報提供を行っ

ております。 

         １２月１９日には、新日本婦人の会との懇談を文化センターで行っておりま



す。教育長、教育委員会管理職が出席して、教育をめぐる諸課題について、意

見交換を行っております。具体的には、教育長が新任ということで、今後、ど

のような教育を目指していくのかということと、教育委員会でやっておりま

す事務の点検評価の関係について、議論があったといいますか、ディスカッ

ションをしております。あと、３点目としては、給食費、その関係について

新日本婦人の会から要望があって、議論、無償化をしていただきたいという

お話があったのですけれども、なかなか、国の施策上、補助金等がなければ、町

単費だけでは難しいですというような話をさせていただいたところでござい

ます。 

         次のページ、３ページになります。 

         １２月２０日、定例教頭・主幹教諭会議の開催をしております。定例校長会

議と同様の事項について、情報の提供を行っております。 

         １２月２２日、第４２回七飯町地域子ども会対抗かるた（百人一首）チャン

ピオン大会が開催をしております。２０チーム、６６名の参加の下、開催を

してございます。日頃の練習の成果を発揮した熱戦が繰り広げられておりま

す。 

         １２月２３日には、「小さな親切」作文コンクール審査報告・表彰式が函館

市役所で行われて、私が出席をしてございます。七飯町関係では、この表彰

式なのですけれども、本部入選が１点。これは、ほかの町外の学校でしたけ

れども、そのほかの支部特選ということで、１０点選ばれておりまして、そ

の中に七飯中学校３年生から１名、あと、大沼岳陽学校１年生から１名、大

中山中学校３年生から１名の３名が、支部特選ということで選ばれておりま

す。 

         １２月２５日には、小・中学校及び義務教育学校の２学期の終業式というこ

とで、各学校において行われております。冬期休業に入ったということでご

ざいます。３学期の始業式は、明日、１月１５日ということでございます。 

         続いて、令和７年１月７日、南渡島消防事務組合の七飯消防出初め式が役場

の駐車場及び文化センターで開催されております。役場の駐車場では、入場

行進や伝統のはしご乗り演技の披露が行われ、文化センターでは、表彰状の

授与が執り行われております。 

         続いて、１月８日から１０日まで、七飯町小学生スキー教室が、函館七飯ス

ノーパークで開催をされておりまして、１１３名の児童が受講しておりま

す。また、１１日、土曜日には、七飯スキー連盟主催のジュニアスキー検定

があり、スキー教室を受講した児童のうち、４２名が受験をしております。 

         最後になります。１月１２日、２０２５年七飯町二十歳の集いが文化センタ

ーで執り行われております。１５６名参加の下、社会人として節目に気持ち

を新たにされております。式典終了後、実行委員会による「語らい広場」で

は、久しぶりの友人や恩師と笑顔で再会し、大いに語らっていらっしゃいま

した。 

         以上、１２月３日から本日までの教育行政動向報告といたします。この間、教

育委員の皆様には、多くの行事に参加、協力をいただきました。誠にありが

とうございます。 

         この報告の中で、ご質問及びご意見がありましたら、伺いたいと思います

が、いかがでしょうか。 

加屋本委員   ：いいですか。１月８日から１０日までの七飯町小学生スキー教室、これもか

なり回数、行っていますよね。何年から始まっているか、私も分からないの

ですけれども。これ、１１３名というから、かなりの数が今年度見たら、申



し込みしているのかなと思って、とてもいい試みだなと思っております。こ

のスキー教室について、七飯町の児童・生徒以外でも申込可能なのでしょう

かということをちょっと思ったので、後で教えていただければ。 

スポーツ振興課長：七飯町内の児童・生徒でございます。２年前から、コロナ禍で人数は減った

のですけれども、送迎バスを出すようになりまして、出席者の方が復活して

きたというところでございます。 

加屋本委員   ：七飯町内だけで、これだけ来ますか。 

俉楼教育長   ：これは、何年生以上とかありましたかね、１年生からか。 

スポーツ振興課長：１年生から６年生まで。 

加屋本委員   ：私も、これについては、スキー場が全くない地域で育ったものですから、子

どもとか現役時代に一番スキーの指導が大変だったという気持ちがあっ

て、自分の孫が大きくなったときに、では、自分で教えられるかと思ったと

きに、これを利用しました。とてもすばらしくて、小さい子、小学校１年生

の子、孫を連れて行ったら、１発でもう滑れるようになるのですね。この参

加した１１３名も、こうして続けているというのは、すばらしい取組だと見

ておりました。ありがとうございます。 

信夫委員    ：１点いいですか。「夢のある町」の、夢プロの交流会なのですけれども、今

回は地域の方も来られてとてもよかったなと思っています。今後の方向性と

して、またこういうような形を、来年度以降も考えていくのか、ああいう形

にして、安定させていくのかなということで、どういう方向に行くのかなと

いうので、見ていたのですけれども。 

学校教育課長  ：今年で３回目で、今回初めて発表がない形で、新しい取組としては地域の方

が入ったのが初めてで、発表がなかった形なのですけれども。参加されてい

たというかご覧になっていたらお分かりになると思うのですけれども、自分

の何をテーマにというところを深く掘り下げた形になるんです。ちょっと過

渡期といいますか、来年度は改めて、またそれを踏まえた発表に移っていく

のかなという。今年はちょっと煮詰まっていない中で、発表だけにすると、発

表ありきで子どもたちの学びが深くならないという先生方の考えもありまし

て、今年はこういう形でやりましたけれども、来年度は地域の方も踏まえ

て、そして発表もしていきたいなというふうには考えておりました。 

信夫委員    ：分かりました。ぜひ、いい意味でグレードアップしながら、ああいうのが続

いていけばいいなという感じでは見てはいました。 

学校教育課長  ：そう思って、はい、進めていました。 

俉楼教育長   ：参加いただいた大人の方も、楽しかったといいますか、良かったという声を

いただいておりますので、少しリニューアルをしながら進めていきたいなと

思っております。ありがとうございます。 

         あと、何かありますか。 

         木村委員。 

木村委員    ：１２月２２日のかるたのチャンピオン大会に息子も参加させていただいたの

ですけれども、練習のときからも保護者の方の協力がすごく厚くて、ありが

たいことだなと思いながら、子どもたちが一番、一生懸命なのですけれど

も、これは人数が減ってきている割には、すごく皆さん熱心に取り組んでい

るので、すごくよかったです。 

         あと、ミニバレーボール大会ですが、優勝をいただいてきましたので、教育

長の名前の入った賞状が貼ってありますので。親子ともども、教育委員会の

主催の行事を楽しませていただいています。ありがとうございます。 

俉楼教育長   ：百人一首も、１年生からやっているのですよね。 



木村委員    ：そうです、そうです。 

俉楼教育長   ：でも、あれは読めるのかなと思って……。 

木村委員    ：読めるのですよ。何回か練習しているだけで、すぐ覚えて、楽しいんですよ

ね。みんな、楽しんで熱中してしまうのですよね。 

俉楼教育長   ：そこを百人一首でやるというのは、やはり、意味があると思いますので。 

木村委員    ：そうですよね、すごくいいと思います、これは。 

財津委員    ：人数は減ってきているのですよね。 

木村委員    ：すごく減っているのです。昔は、子ども会で全部あったのですものね、元々

は。それが減ってきて、減ってきて、なのですけれども、大沼もありますよ

ね。 

財津委員    ：まあ、ありますけれども、昔からありますよね。 

木村委員    ：そうですよね。 

財津委員    ：僕もスキー教室について、ちょっと気になるのですけれども。学校のスキー

教室は、大沼岳陽学校ぐらいしかよく分からないのですが、徐々には減って

きているのですか、先生方の負担もありますけれども。もし、学校でこのス

キー教室の機会が、少なくなればなるほど機会は、先ほどおっしゃっていた

ように、すごく貴重な、ここの七飯町に住むからには、貴重な体験だと思い

ますので、続けてほしいですし、より盛り上がってほしいなと思います。８

日、９日、１０日でしょうけれども、もう少し別な機会だとか、日数も増え

ればいいなと単純には思いますけれども。 

         あとは、その下の二十歳の集いのコーラスの方々の歌がすばらしかったなと

思って。 

木村委員    ：すばらしかったですよね。二人で感動して見ていました。 

財津委員    ：町歌、町歌も聞く機会というのは、ほぼほぼないので、こんなのなんだと思

って、貴重な体験でした。 

信夫委員    ：聞いていいですか。今、中体連のスキー大会は、やっているのですか。中体

連……、昔、中体連のスキーの参加があったと思いますが。 

学校教育課長  ：大会はあるはずです。 

信夫委員    ：まだあるのですね。 

学校教育課長  ：あるはずです。参加は、ちょっと見ていないですけれども。要綱自体もあっ

て、大会自体はやっているというふうに伺っております。 

信夫委員    ：年々、少なくなるというか……。 

学校教育課長  ：いや、七飯の生徒で参加している人はいないですかね。 

俉楼教育長   ：いないですね。 

学校教育課長  ：いれば成績とか来るので。スキーはないですね。 

俉楼教育長   ：たしか、中体連、その種目によって、参加が多い種目と、そうではない種目

も出てきているので、そこは、今後なくなるという種目もあると聞いていま

した。 

         それは、部活動も、やはり単独校では、チームのスポーツについては、なか

なか難しくなってきていて、複数の学校で参加をするという体制もあるので

すけれども、そこも、ギリギリの状態というか、参加チームも少なくなって

いるところで。七飯も、昔は、サッカーとか強かったのですけれども、サッ

カーのチームも、本当にどこかの学校と組まなければならない、それぐらい

で。七飯も、大中山も。野球もそうですし。 

個人でできる卓球だとか、バドミントンとかも多くなっている、そういう感

じですね。 

信夫委員    ：個人競技が何か、増えているのですね。分かりました。 



俉楼教育長   ：先ほどの、スキー教室というか、学習みたいなのは、何か、岳陽学校以外の

状況というのは。 

学校教育課長  ：今は、岳陽学校だけですね。１０年前まではいかないのですけれども、それ

ぐらい前は、藤城小学校で歩くスキーを授業ではやっていたようなのですけ

れども、今、それもなくなっておりますので、スキー学習という形でやって

いるのは、恐らく岳陽学校だけかなと思います。 

俉楼教育長   ：昔は、ニヤマ高原スキー場もあったときには、峠下小学校でも、ニヤマ高原

スキー場から券を、地域用のシーズン券を購入して活動していましたし。藤

城小学校でも、スキーをやる子が多かったときには、学校のグラウンドに、農

家の方がトラクターで雪を集めて、山を造って、そこで練習をさせてスキー

場に行くというのをやっていたようですけれども、今は、そういう行事がな

くなっているということだと思います。 

では、報告第１号教育行政動向報告の令和６年１２月３日から令和７年１月

１４日までの分については、報告済みとさせていただきます。 

         続きまして、４、附議事件、議案第１号令和６年度教育費補正予算に係る専

決処理について、事務局から提案をお願いいたします。 

学校教育課長  ：それでは、議案第１号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理について、ご

説明申し上げます。 

令和６年度教育費補正予算を別紙のとおり、町長に提出することについて、教

育委員会の職務権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則第２条第２

項の規定に基づき専決処理いたしましたので、同条第３項の規定により、こ

れを報告し、承認を求めるものでございます。 

         それでは、学校教育課所管分についてご説明いたします。３ページをお開き

願います。 

         １０款教育費１項２目事務局費は、スクールバス運行費として、全国的に不

足するバス運転手の確保のため人件費の増額等により委託料はスクールバス

運行業務委託料として４２９万６,０００円を増額。事業合計で、４２９万６,

０００円を増額いたします。 

学校教育課所管分のご説明は、以上です。 

生涯教育課長  ：続きまして、生涯教育課所管分のご説明をいたします。 

         ４款社会教育費ですが、文化振興費、社会教育施設振興費、文化財保護費で、

共に提案理由が同一ですので、一括してご説明いたします。 

いずれも、今後の執行見込みによります予算不足を補うものでございます。

公民館管理費は、峠下公民館の電気料が、３月末までの分として、８万４,

０００円の予算不足となると見込まれることから、８万４,０００円の増額。

文化センター管理費、歴史館管理費につきましては、重油と電気料。文化セ

ンターと歴史館は、電気と重油を供用しておりまして、文化センターで受け

た電気を歴史館に配電する。重油についても、文化センターのボイラーで沸

かしたお湯を歴史館に入る給湯施設ですとかを通して、分配しているという

ことになりますので、文化センターと歴史館、電気料、重油については、８

対２の割合の予算を持ってございますので、こちらの足りなくなる分につい

て、ほぼ８対２の割合で予算を増額するものでございます。 

以上でございます。 

スポーツ振興課長：続きまして、スポーツ振興課所管分のご説明をいたします。 

         ５項１目保健体育総務費についてご説明を申し上げます。 

         スポーツ合宿事業費は、今年度のスポーツ合宿の受入れが終了したことか

ら、各チームへ提供するレンタカーや大型バスの自動車借上料６７万円を減



額するものです。東大沼多目的グラウンド管理費は、入札結果に伴う予算の

執行残として、グラウンド委託料７２万４,０００円を減額するものでござい

ます。 

         スポーツ振興課所管分の説明は、以上となります。 

学校給食センター長：続きまして、学校給食センターに関する部分をご説明いたします。 

         １０款教育費５項２目学校給食費は、学校給食センター運営費として、給食

運搬車の自動車修繕料に２５万５,０００円を追加。給湯ボイラーの漏水修繕

のため、施設等修繕料に３９万８,０００円を追加するものでございます。 

         学校給食センター所管分は、以上でございます。 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

スポーツ振興課の部分については、事業が終了したので、その分減額する

と、それ以外のものについては、今年度の予算執行見込みにより増額という

ものでございます。 

ご意見、ご質問等があれば、伺いたいと思います。いかかでしょうか。 

      全員：（なし） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

         それでは、議案第１号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理について

は、ご承認いただいたといたします。ありがとうございます。 

         続きまして、議案第２号七飯町文化の森生涯学習施設条例施行規則の一部改

正について、事務局より提案説明をお願いします。 

生涯教育課長  ：それでは、議案第２号七飯町文化の森生涯学習施設条例施行規則の一部改正

について、提案説明を申し上げます。 

         議案第２号に規則の改正案が載っておりますが、説明については、先日配布

の際添付してございます議案資料を基に、説明をさせていただきたいと思い

ます。 

         議案資料を１枚めくっていただきまして、資料の１、七飯町文化の森生涯学

習施設条例施行規則の一部を改正する規則の概要をご覧ください。 

         まず、一つ目の改正の趣旨といたしましては、現在、文化センターを定期的

に使用する団体として、サークル届けを受けた団体については、貸室等の使

用料を免除してございますが、これまで、根拠となる規定が、この規則の中

で明確ではなかったということでございます。また、パイオニアホール、大

ホールですが、現在の規定では、町または教育委員会の主催・共催事業のみ

が、使用料全額免除の対象となってございますが、広く町民が参加できる演

劇活動等を応援することができるようにするため、対象事業をひとつ拡大す

ることとしたいので、今回、この規則を改正するものでございます。 

改正の内容につきましては、大きく分けまして２点、先ほど申し上げました

サークル登録の根拠となる規定を追加するものと、大ホールの使用料全額免

除の対象となる規定を一つ追加するもの。それ以外については、用字用語上

の整理に伴う規定の整備でございます。 

では、１枚めくっていただきまして、新旧対照表をご覧ください。 

まず、一つ、第９条第１項第５号にサークル登録として「社会教育施設を定

期的に利用する社会教育関係団体として、教育委員会の登録を受けた団体が

使用するもの」を追加いたしました。これまでは、第９条第１項第２号の「町

内に設置され、公共性を有する団体が、その目的のために使用するもの」と

いう規定を使って、サークルを対象としていたというふうに思われますが、社

会教育施設を定期的に利用する社会教育関係団体、「社会教育関係団体」と

いうものは、社会教育法のほうで定義がございまして「社会教育関係団体と



は、法人であると否とを問わず、公の支配に属しない団体で社会教育に関す

る事業を行うことを主たる目的とするもの」というふうに定義されてござい

ます。七飯町以外の他の自治体のサークルの規定の例なども参考にします

と、社会教育関係団体の規定を使って、サークル登録の使用料について減免

する規定の例が多いものでございましたので、同じように、この規定を追加

させていただきました。 

その下に、第６号として、「その他教育長が特に必要と認めるもの」として、使

用料の減免できる者の中に、その町の施策の実施や事業の実施を鑑みて、特

に必要と認める場合にも免除できることを、これまでなかったのですが、新

たに加えさせていただきました。 

そして、もう１枚めくっていただきますと、改正後の別表５ 大ホール使用

料減免基準表がございまして、こちらに改正趣旨の大きな二つ目の大ホール

の使用料を全額免除できる場合というのを、一つ追加しております。今まで

は、「町、もしくは教育委員会が主催または共催する場合」一つだったので

すが、それに加えまして、「町民が主体的に行う演劇活動等で、次の各号の

いずれにも該当する場合」ということで、「（１）営利を目的とした事業で

ないこと。（２）児童から高齢者まで広く町民が出演し及び参加する事業で

あること。（３）多くの住民が鑑賞し、町の文化及び芸術の振興上必要と認

められる事業であること。」これについて、使用料を全額免除できるように

したいということで、区分を追加させていただきました。 

もう一度、概要に戻っていただきまして、概要３のその他で、今回、サーク

ルの登録手続及び大ホール全額免除となる事業について、詳細に規定した「七

飯町文化の森生涯学習施設条例施行規則第９条の規定による使用料の減免に

係る取扱要領」というものを同時に制定する予定でございます。取扱要領に

ついては、議案資料の後ろから２枚が、制定後の取扱要領になってございま

す。現在、サークルとして登録されている団体は、６０ほどございます。毎

年、登録のご案内をして、登録をしていただいているものでございまして、こ

の取扱要領の第２条から第１０条までの内容については、これまで登録の手

続きとして、教育委員会の内規として、保持していた内容になりますが、そ

れを、規則の改正に伴いまして、規定の内容を少し整理させていただいて、正

式な取扱要領として表向きにも見られるように定めようという形のものでご

ざいます。 

もう一つ、この取扱要領の第１１条のほうに、大ホールの使用料全額免除を

した場合の細かい規定を載せさせていただいています。規則のほうでは、単

に三つの要件のみを謳っていますが、それが、果たしてどういうものかとい

うのを、こちらの取扱要領のほうで多少詳しく謳っていただいています。 

まず、要件としましては、代表者が町内に在住していることが確認できる書

類、参加者の８割以上が町内に在住していること、そして、児童及び高齢者

が参加していることが確認できる書類を出していただく。営利事業ではない

こと及びおおむね５００人程度、「多くの住民が鑑賞して」というように規

則に書いているのですけれども、この「多くの住民」というのが、どの程度

なのかというのを、それを担保するために、おおむね５００人程度の観覧者

を見込んでいることが確認できる収支予算書の提出をしていただくというこ

とでございます。その他、事業内容を確認するため、教育委員会が必要と認

める書類というものを出していただくというふうになっています。 

使用料の全額免除が決定した後であっても、この第１１条の３項に書いてあ

りますが、提出された書類に虚偽等があった場合、また、見込んだ観覧者数、例



えば、５００人来ますというふうに見込んで、全額免除申請をしていただい

て、実際に開催をしてみたら２００人とか、１００人とかしか来ていなかっ

たというような場合については、免除を取り消して、使用料の納付をこちら

から求めるというような内容になってございます。なので、確実に５００人

程度の来客を見込めるような大きな事業を対象としてございます。 

実際、この書き方をしていると、イメージがつかなくて、分かりづらいかと

思うのですけれども、実は、この補助対象、全額免除の対象と想定している

団体が既にございまして、町にございます、現在は、「翔民劇団ななえ」と

いうふうになっていますが、元々は、平成元年から活動しております「七飯

町民劇場」という団体がございまして、これまで、七飯町民劇場の時代も一

度解散して、「翔民劇団ななえ」として引き継がれた後も、町から補助金と

して、この演劇をするたびに補助申請をしていただいて、それに対して、年

によっては５０万円だとか、一番直近ですと、平成３０年に「翔民劇団なな

え」で演劇をしたときには、補助申請が出て、そのときは３０万円補助を交

付しています。 

ただ、これまでの補助金の交付の在り方というのは、明確な補助要綱という

ものがあったわけではなくて、翔民劇団、または町民劇場をやりますという

のが決まり次第、町のほうに打診があって、補助申請をされて、それに対し

て補正予算なりを組んで、補助金を交付するという流れでやっておりました

が、本来、補助金というものは、補助対象事業で明確に決まっていて、それ

に対して補助申請をしていただいて、補助を出すというのが、恐らくは、通

常の手続だと思うのですけれども、あまりそういった部分は整理されずに、今

まで補助金を交付していたという履歴があったものですから、昨年の決算審

査特別委員会でも、町の補助金の在り方について、議会の方で大変ご議論い

ただいて、決算不認定という結果がございましたので、補助金として交付を

するという形ではなくて、使用料を減免することで、この翔民劇団の活動を

後押しする、応援するという意味での改正でございます。 

実際、これまで補助金として５０万円とか３０万円とか、補助金を出してい

ましたけれども、使用料の減免になりますと、恐らく、練習と当日の使用料、大

ホール以外の部屋も使いますので、全部合わせまして、多分２０万円少しぐ

らいの使用料の減免になるのかなというふうに考えております。３０万円の

補助金には、少し足りませんけれども、補助金を交付するというよりは、使

用料の減免で活動を後押ししてあげるほうが、町の財政的にも、多少厳しい

財政状況下ですが、助かるのかなということもありまして、今回、約５年振

りに活動することが、多少でも翔民劇団の活動を応援する、後押しをすると

いう意味も込めた条例、施行規則の改正でございます。ただ、上限金額を記

載する訳ではございませんので、かなり厳しい絞り方をした書き方で規則を

改正してございます。 

規則の改正について、特段、経過措置だとか必要はございませんので、もし、ご

承認をいただきましたら、規則公布の日から速やかに施行してまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

多少、駆け足になりましたが、以上で提案説明とさせていただきます。ご審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

議案第２号について説明がありました。ご意見・ご質問等があれば、伺いた

いと思います。いかがでしょうか。 

加屋本委員   ：結構なボリュームがあるので、私なりに一通り読みながら、理解したことに



よると、一つは、大ホール以外のこういう会場についても使用料の減免に関

する項目に、きちんと使用団体として付け加えるということですね。もう一

つは、大ホールの使用に関して、本当に具体的に言うと、一つの団体を対象

にした、それが、うまく活用の幅が広げていけるような形で記載したという

ことですよね。 

これは、今、これの改正前、改正後で出ているのですけれども、「社会教育

施設を定期的に利用する社会教育関係団体」、これは社会教育の中に毎年、年

間の団体もちらほらありますよね。いわゆる、その団体については、その減

免が承認されますよ、あるいは、それ以外に教育長が認めたものという形の

押さえていいのですよね。それ以外の団体については、減免の対象にはなら

ないということでしょうか 。 

生涯教育課長  ：新たに、サークル、今、あえてサークルという言い方をしますが、現状の運

用に規則のほうを追いつかせたというのが、正しい言い方になるかと思いま

す。 

         ただ、規定については、整備しています。現状、サークル登録している団体

の中にも、本当にサークル活動なのだろうかというような、ちょっと活動内

容について、例えば、政治的とは申し上げませんけれども、サークルとはち

ょっと毛色の違うような集まりなんかも入っていまして、その点、規定をし

っかり整備することで、サークル登録するときに、今までは、ずっと登録し

ていたので、どうぞという感じでやっていたと思うのですけれども、少し審

査をしっかりしたいという理由があって、規定を整備させていただいたとい

うところございます。 

それと合わせて、「教育長が特に認めるもの」、こういう規定をつくるとき、大

体、最後に不測の事態が起こって、どうしても使用料の減免を認めざるを得

ない場合というのも、実際、今どういうものかというのは、想定はしていま

せんけれども、もし、そういうことがあった場合に備えてということで、つ

けさせていただいております。今までと、サークルの登録について、大きく

変わるということはありませんで、現状、通常に、例えば、歌とか陶芸だと

か、絵画とかでサークル活動をしていただいている方は、今までどおり。た

だ、ご案内して、今まで申請登録していただいていましたけれども、その規

定が、今までは内規で行っていたものを、しっかり、規則と取扱要領を定め

て、手続を厳格化させていただいたというところでございます。 

以上でございます。 

加屋本委員   ：分かりました。この大ホール以外の施設についても、大ホールの使用につい

ても、特段、不公正があったとか、あるいは、そういう指摘があったとか、そ

ういうものによっての変更ということではないのですよね。 

生涯教育課長  ：そうです。 

加屋本委員   ：非常にこの辺が、心配していたことですので、そこが気になっておりました。 

もう一つは、今あるこの大ホールの減免について、具体的にどうなのです

か、もし、言えるのであれば教えてくださいと言おうとしたけれども、前に

確か聞いたのですけれども。そういうのに該当しそうなというのは、七飯町

には、まだないのですか。 

生涯教育課長  ：現状を先ほど申し上げましたが、町民劇場から、今、引き継いでいる翔民劇

団を一つ想定していて、それ以外に、これから、また別の活動が新しく生ま

れて、その団体が５００人規模の観客動員が見込まれてということがあれ

ば、当然、対象にはいたしますけれども、現状では、ほかに考えられるもの

はないというふうに考えてございます。 



加屋本委員   ：いずれにしろ、そういうのがもし旗揚げしたら、こういうものに照らし合わ

せながら、判断していくということですね。 

生涯教育課長  ：はい。第二の翔民劇団みたいなものが生まれることについては、大いにいい

ことだと思いますので。ただ、なかなかこの規模のものを、また新たに立ち

上げてというふうになるのは、なかなか難しいのかもしれないので、内容に

ついては、現在想定している団体については、一つということになります。 

以上でございます。 

俉楼教育長   ：あとは何か。 

財津委員    ：この劇団については、僕も詳しくないのですけれども、実際、公演をしたら

５００人以上は来そうなくらいの活動なのでしょうか。 

生涯教育課長  ：そうですね、直近でやったのは平成３０年なのですけれども、このときには

６５０人ぐらいの来場者がというふうには聞いています。 

         ただ、今回もそうなのですけれども、高校生以下が無料で、チケットなしで

入ってこられるので、実際、半券で数える数ではなくて、多分、受付のとき

に数えた数だと思います。大体５００人というと、２階席まで、ほぼいっぱ

いになるぐらいの数なので、当然、何人ぐらい来ているというのは、団体か

らの申告で受けたものなので、当日、職員も当然見させていただいて、どの

程度の観客動員があったのかというのは、チェックはさせていただくつもり

でございます。 

俉楼教育長   ：よろしいでしょうか。 

財津委員    ：ありがとうございます。 

俉楼教育長   ：あとは何か。 

全員：（なし） 

俉楼教育長   ：それでは、議案第２号七飯町文化の森生涯学習施設条例施行規則の一部改正

については、原案のとおり、ご承認いただいたものとさせていただきます。あ

りがとうございます。 

         以上をもちまして、令和７年第１回定例七飯町教育委員会議を終了いたしま

す。ありがとうございました。 

 

 


